
　

リ
ン
ゴ
農
家
の
３
代
目
に
生
ま
れ
た
菅
原
隆
治

さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
に
、
当
時
雫
石
に
あ
っ
た

落
葉
果
樹
農
業
研
修
所
で
専
門
の
研
修
を
積
み
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
一
般
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

「
一
旦
農
業
か
ら
離
れ
た
の
は
い
い
経
験
で
し
た
。

車
が
好
き
で
、
関
連
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
技
術
は
農
機
具
の
整
備
や
修
理
に
役
立
っ
て

い
ま
す
し
、
違
う
勉
強
を
し
た
こ
と
が
今
の
仕
事

に
も
い
ろ
い
ろ
生
か
せ
て
い
ま
す
。
」
と
言
い
ま
す
。

農
作
業
に
楽
し
み
を
プ
ラ
ス
し
よ
う
と
、
ス
ピ
ー

ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
で
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
し
、
ス
テ
レ
オ
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
も
手
伝
い
と
し
て
農
作
業
は
し
て
い

た
の
で
す
が
、
退
職
し
て
農
業
に
専
念
。「
自
分
で

全
て
を
や
る
よ
う
に
な
っ
て
、
面
白
く
な
り
ま
し

た
。
将
来
の
木
の
形
な
ど
２
〜
３
年
後
を
見
据
え

て
作
業
す
る
面
白
さ
を
感
じ
ま
す
。
も
の
づ
く
り

の
職
人
の
よ
う
で
奥
が
深
い
で
す
。
」
と
言
い
ま
す
。

　

現
在
、
1.5

㌶
の
農
地
で
千
五
百
本
を

栽
培
し
、
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
と
道
の
駅
で

の
直
接
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
Ｊ
Ａ

へ
の
出
荷
は
品
質
を
見
た
り
、
指
導
会

で
勉
強
し
た
り
で
き
る
の
が
い
い
と
こ

ろ
。
直
接
販
売
で
は
お
客
さ
ん
か
ら
の

お
い
し
い
と
か
、
う
ち
の
じ
ゃ
な
い
と

駄
目
な
ど
の
声
を
聞
く
と
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。
」
と
の
こ
と
。

　

取
材
の
日
は
、
川
崎
小
学
校
の
３
年

生
25

人
が
収
穫
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。

春
の
摘
花
も
体
験
し
た
子
供
た
ち
は
、

菅
原
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
真
っ
赤
に

実
っ
た
リ
ン
ゴ
を
収
穫
。
取
れ
た
て
の

リ
ン
ゴ
も
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
と
こ
ろ
が
大
変
で
す
か
？　

リ
ン
ゴ
の
種
を
植
え
た
ら
実
が
で
き
る

の
？　

ど
う
し
て
斜
面
に
植
え
て
い
る

の
？　

な
ど
、
子
供
た
ち
の
質
問
に
丁

寧
に
答
え
る
菅
原
さ
ん
。
リ
ン
ゴ
に
か

け
る
愛
情
が
子
供
た
ち
に
も
伝
わ
り
、

先
生
の
「
将
来
リ
ン
ゴ
づ
く
り
を
や
り

た
い
人
」
と
の
問
い
か
け
に
、
た
く
さ

ん
の
小
さ
な
手
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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迎春
撮影／農業委員　石川誠司

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
９
月
に
は
、
当
市
農
業
委
員
会
に
お
い
て

も
、
改
正
農
業
委
員
会
法
に
よ
る
新
し
い
制
度
に
基

づ
く
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
推

進
委
員
）
が
選
任
さ
れ
、
新
体
制
で
農
地
利
用
の
最

適
化
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。
農
業

委
員
・
推
進
委
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
広
く
公

募
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
農
業
委
員
会
の

活
動
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
推
薦
、
応
募
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
会
は
、
か
け
が
え
の
な
い
農
地

を
未
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
農
業
生
産
の
基

盤
と
な
る
優
良
農
地
を
守
り
、
そ
の
有
効
活
用
を
進

め
る
な
ど
、
今
後
も
農
業
者
を
代
表
す
る
機
関
と
し

て
様
々
な
農
業
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
今
年
の
豊
作
と
皆
様
方
の
ご
多

幸
を
祈
念
し
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 一

関
市
農
業
委
員
会

　
　
会
長　

伊
藤 

公
夫

新
年
に
あ
た
り

 菅原隆治 さん（42） ● 川崎地域

担
い
手
紹
介

がんばる
地域

ichinoseki

リンゴ農家の3代目が目指す職人技



小岩 克宏さん

［舞川］　

石川 英希さん

［藤沢］　

当初認定　Ｈ8.1.1

当初認定　Ｈ21.2.1

　認定農業者の会は地域ごとに支

部があり、それぞれ独自の活動を行

っていますし、市全体では、年に２

回9月と2月に研修会を開催し、情

報交換や交流を行っています。作目

の境を越えて話し合える場にした

いと思っています。会話の中から刺

激を受けて経営改善につながれば

と毎回願っています。

　定年退職後に認定農業者となっ

た方もいますが、親元での就農に

支援があれば、もっと新規就農者

が増えるのではないでしょうか。

市内の認定農業者・認定新規就農者

H29.11.30現在一関市認定農業者の会会長

佐藤和幸さん（花泉）の声

　
認
定
農
業
者
は
、
性
別
は
も
ち
ろ
ん
、

年
齢
や
経
営
規
模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
や

農
業
経
営
改
善
計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、
各
地
区
担
当
の
農
業
経
営
指
導
員
が

協
力
し
ま
す
の
で
、
地
域
の
農
業
委
員
ま

た
は
市
農
政
課
・
各
支
所
産
業
経
済
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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　認定農業者とは、意欲ある農業者が自らの経

営を計画的に改善するための「農業経営改善計

画」を作成し、市から認定を受けた経営体をい

い、経営所得安定対策制度、各種補助事業、資

金の融資、農地の集積、農業者年金の保険料補

助などさまざまな支援の対象となります。

　現在、市内では約870経営体が認定農業者・

認定新規就農者として認定されており、農業従

事者の減少や高齢化が続く中、地域農業の担い

手として大きな期待が寄せられています。

　また、平成28年4月から施行された改正農業

委員会法では、農業委員の過半数は原則として

認定農業者でなければならないとされ、認定農

業者の役割はますます重要となっています。

　今号は、地域の担い手として活躍する認定農

業者を紹介します。

特 集

　

20

歳
か
ら
リ
ン
ゴ
の
栽
培
を
始
め
た
小
岩
さ

ん
は
、
現
在
、
狐
禅
寺
藤
ノ
沢
な
ど
で
８
㌶
の

リ
ン
ゴ
栽
培
の
ほ
か
、
70

㌃
の
田
を
耕
作
。
近

年
は
桃
の
栽
培
も
始
め
ま
し
た
。
「
峠
の
り
ん

ご
屋
さ
ん
」
の
名
前
で
、
産
直
な
ど
で
販
売
し

て
い
る
小
岩
さ
ん
の
リ
ン
ゴ
は
お
い
し
い
と
大

人
気
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
り
ん
ご
部
会
長
を
務
め
、
1
6
0
名

を
束
ね
て
い
る
小
岩
さ
ん
は
、
「
果
樹
栽
培
は

１
年
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
初
期
投
資
も
大

き
い
た
め
新
規
就
農
が
難
し
い
の
で
す
が
、
後

継
者
の
い
な
い
生
産
者
か
ら
引
き
継
ぐ
形
が
で

き
な
い
か
、
部
会
で
体
制
づ
く
り
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

　

平
成
８
年
に
認
定
農
業
者
と
な
っ
て
か
ら
、

５
年
ご
と
の
更
新
の
際
は
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
農
業
経
営
改
善
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
「
ト
ラ
ク
タ
ー
や
冷
蔵
施

設
の
導
入
に
制
度
を
利
用
し
ま
し
た
。
や
る

気
の
あ
る
人
に
と
っ
て
は
い
い
制
度
だ
と
思
い

ま
す
。
部
会
の
若
い
人
た
ち
に
も
薦
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

「
息
子
は
継
が
な
か
っ
た
の
で
、
孫
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
が
ん
ば
れ
る
か
な
」

と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

14

年
間
勤
め
た
会
社
を
退
職
し
、
平
成
20

年
か
ら

農
業
に
専
念
し
た
石
川
さ
ん
。
繁
殖
牛
37

頭
の
飼
育

の
ほ
か
、
主
食
用
米
８
㌶
余
り
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
2.5

㌶
を
耕

作
し
て
い
ま
す
。

　

「
効
率
化
を
目
標
に
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
た
め

に
は
機
械
の
導
入
、
規
模
拡
大
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
受
け
ら
れ
る
補
助
は
で
き
る
だ
け
活
用
し
た

い
の
で
す
が
、
年
々
条
件
が
厳
し
く
な
っ
て
認
定
農

業
者
の
資
格
だ
け
で
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

ね
」
と
話
し
ま
す
。
地
域
の
農
家
か
ら
受
託
す
る
乾

燥
作
業
は
、
持
ち
込
ま
れ
る
稲
の
水
分
を
は
か
っ
て

個
別
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
乾
燥
施
設
を
整

備
し
た
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
に
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
「
ま
だ
ち
ょ
っ
と
足
り
な
い
設
備
が
あ

る
の
で
、
も
う
少
し
充
実
さ
せ
た
い
ん
で
す
」
と
言

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
平
成
27

年
に
同
世
代
の
仲
間
と
「
い
わ

い
東 

和
牛
生
産
組
合
」
を
設
立
し
、
代
表
を
務
め

ま
す
。
大
東
地
区
内
の
草
地
を
組
合
員
10

人
で
共
同

管
理
し
、
３
年
間
で
57

頭
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

若
手
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
を
先
導
す
る
活
躍
が

評
価
さ
れ
、
昨
年
11

月
に
は
一
関
地
方
農
林
業
賞
担

い
手
部
門
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

「
将
来
は
、
繁
殖
牛
50

頭
が
目
標
で
す
。
５
年
ぐ
ら

い
は
か
か
り
そ
う
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

認定農業者 認定新規就農者

一関 236 2

花泉 235 4

大東 98 8

千厩 60 4

東山 22 2

室根 44 13

川崎 33 1

藤沢 100 3

計 828 37

地域と農業を守る認定農業者



農業委員は 24名

推進委員は 36名

① 農業委員と推進委員の推薦・公募は同時に行

う予定です

② 農業委員及び推進委員両方に推薦・応募でき

ます

③ 推進委員は、複数の区域について同時に推薦・

応募できます

④ 推薦・応募の要件など詳しい内容は、後日お知

らせします

　一関市の場合は、平成30年9月までに新しい制度

の農業委員と推進委員が選任されます。

　農業委員の定数は24名で、農地利用最適化推進

委員（推進委員）については以下のとおり地域毎に

定数が定められています。

農業委員及び推進委員の推薦・公募は、約1か月

間で、平成30年5月頃を予定しています

　農業委員として27年9月より地域の皆様のご指

導ご協力を頂きながら活動を行ってきました。各集

落の農地を訪問し、改めて合併した一関市の広さに

実践活動の大変さを実感しました。想像以上に多発している遊休農地や

空き家を目の当りにして感じた事は、跡継ぎが同居していない事により身

の周りの管理ができていない実態でした。これからの暮らしで、高齢夫婦

だけでの生活や建物の老朽化など、日常生活の管理が心配されますが、

介護施設に入居するにも条件や費用負担などの問題があり、大変厳しい

老後であるように感じます。しかし、我々団塊世代が若者と共に集落で活

動していければ将来像が見えてくると思われます。

　現代農業は、農地中間管理機構との連携が必要とされていますが、中

山間地域の現状では対応できないとのこと。また、基盤整備事業に関して

も、集落説明会等を経て申請時より10年越しになっており、今後集落での

集積集約をまとめることが困難です。こうした中山間地域で農業法人設立

にかわる案として、数年前にＪＡとの業務提携等の提案を要請した経過も

ありますが、いまだ現実的ではありません。担い手がいない状況で現状を

維持するために作業委託ができるようなシステムの検討が必要ではない

でしょうか。

　今の農業補助制度は毎年のように変更され、農家経営には不安が募る

状況ですが、例えば大手商社との連携による農産物マーケットの確立やコ

スト利益追求、物流化など、高収益化で生産者が自立経営できる環境を

作ることも必要と思われます。

　最後に、本年もご意見ご指導を賜りながら努めて参りますので、宜しく

お願い申し上げます。
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【
平
成
29
年
度
】

一関市の農業委員・推進委員
の定数は何人？

　

平
成
29

年
11

月
6

日
、
農
業
委
員
会
か

ら
勝
部
修
市
長
に
対
し
、
「
平
成
29

年
度
農

政
課
題
に
か
か
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し

た
。
当
日
は
委
員
会
を
代
表
し
伊
藤
公
夫
会

長
、
永
畠
幸
一
会
長
職
務
代
理
者
、
石
川
誠

司
農
政
専
門
委
員
長
、
千
葉
正
紀
同
副
委

員
長
、
渋
谷
皓
農
地
専
門
委
員
長
、
佐
藤
繁

同
副
委
員
長
が
出
席
し
、
岩
渕
敏
郎
農
林
部

長
、
小
野
寺
英
幸
農
林
部
次
長
兼
農
政
課
長

の
同
席
の
下
、
市
長
に
意
見
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

意
見
書
は
、
農
政
課
題
に
対
す
る
農
業
委

員
の
意
見
要
望
を
、
①
放
射
能
汚
染
対
策
、

②
担
い
手
・
経
営
対
策
、
③
農
地
利
用
集
積

対
策
、
④
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
対

策
、
⑤
活
力
あ
る
地
域
振
興
に
向
け
た
対

策
、
⑥
食
の
安
全
安
心
、
食
育
の
充
実
、
⑦

農
業
委
員
会
の
体
制
整
備
の
７
項
目
に
取
り

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

市
長
か
ら
は
、
放
射
能
汚
染
対
策
は
当
市

の
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
今
後
も
手
を
緩
め

る
こ
と
な
く
早
期

解
決
に
努
め
る
こ

と
、
林
業
振
興
に

つ
い
て
、
I
L
C

関
連
施
設
は
地
元

材
を
使
い
田
園
風

景
を
壊
さ
な
い
配

置
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
な
ど
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

岩
手
県
農
業
委
員
会
大
会
が

開
催
さ
れ
る

市
長
へ「
農
政
課
題
に

か
か
る
意
見
書
」
を
提
出

農業委員会法改正3シリーズ

佐々木 久吉 委員

農業委員

リレー投稿

地域名 一関 花泉 大東 千厩 東山 室根 川崎 藤沢

定　数 8 7 5 4 3 3 2 4

　

平
成
29

年
11

月
10

日
、
都
南
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
た
平
成
29

年
度
岩
手
県
農
業
委
員

会
大
会
に
伊
藤
会
長
ほ
か
委
員
17

名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

大
会
表
彰
で
は
、
永
年
勤
続
農
業
委
員

と
し
て
当
委
員
会
か
ら
１
名
、
農
業
委
員
会

等
活
動
（
活
動
記
録
部
門
・
農
業
者
年
金
部

門
・
全
国
農
業
新
聞
部
門
）
で
５
名
の
委
員

と
当
委
員
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

い
わ
て
平
泉
農
業
協
同
組
合
の
佐
藤
鉱
一
代

表
理
事
組
合
長
が
農
政
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
活

動
の
充
実
強
化
に
関
す
る
決
議
」
「
農
業
施

策
の
充
実
に
関
す
る
要
請
決
議
」
「
新
し
い

農
業
委
員
会
体
制
の
強
化
及
び
農
業
委
員
会

活
動
の
充
実
強
化
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決

議
」
の
議
案
を
決
議
し
、
大
会
宣
言
を
採
択

し
ま
し
た
。

　

大
会
に
引
き
続
き
、
活
動
事
例
研
修
が
行

わ
れ
、
茨
城
県
茨
木
町
・
岩
手
町
・
山
田
町

の
各
農
業
委
員
会
及
び
北
上
市
の
農
地
利
用

最
適
化
へ
の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。



農
業

者
年金まめ

知
識

農
業

者
年金まめ

知
識

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

農
家
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
一
関
市

農
業
委
員
会
だ
よ
り
「
い
わ
い
の
大
地
」

を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
ま
た
取
材
の
際
は

快
く
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
30

年
は
節
目
の
年
、
昨
年
秋
に
市

場
デ
ビ
ュ
ー
し
た
、
岩
手
県
の
最
高
級
オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
米
「
金
色
の
風
」
が

高
い
市
場
評
価
を
得
て
、
当
地
方
の
稲
作

農
家
の
皆
さ
ん
が
元
気
を
取
り
戻
す
起
爆

剤
と
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

本
年
９
月
に
は
、
農
業
委
員
会
法
改
正

に
よ
り
新
制
度
に
基
づ
く
農
業
委
員
、
推

進
委
員
が
選
任
さ
れ
、
一
関
市
農
業
委
員

会
が
新
た
な
船
出
を
む
か
え
る
年
で
も
あ

り
ま
す
。

　

近
年
は
、
各
地
で
地
球
温
暖
化
と
み
ら

れ
る
異
常
気
象
に
よ
り
、
豪
雨
や
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
に
み
ま
わ
れ
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
災
害
の
な
い
穏
や
か
な

豊
作
の
年
で
あ
る
こ
と
を
願
い
た
い
も

の
で
す
。

　
　
　

編
集
委
員　
　

佐　

藤　
　

修

「
い
わ
い
の
大
地
」
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長 

伊
藤
　
　
勉

副
編
集
委
員
長 

佐
藤
　
　
修

編
集
委
員

　
芳
賀
　
武
郎 

遠
藤
　
勝
幸

　
菅
原
　
豊
一 

皆
川
　
清
喜

　
藤
野
　
眞
喜 

佐
藤
　
圭
一

農業者年金のお問い合わせは
農業委員会またはお近くのJA窓口へ

電話 21-8692（一関市農業委員会）

編

集

後

記

一関市農業委員会だより いわいの大地4

 ❶ 田（水稲）の部（10a 当たり）

平均額 最高額 最低額 データ数

一関・花泉地域 8,931円 14,500 円 2,680 円 2,284

大東・千厩・東山・室根・川崎・藤沢地域 7,737円 13,334 円 2,513 円 531

 ❷ 畑の部（10a 当たり）

平均額 最高額 最低額 データ数

一関・花泉地域 2,060円 3,666 円 747円 374

大東・千厩・東山・室根・川崎・藤沢地域 2,433円 3,500 円 1,000 円 38

平成28年1月から同年12月までに締

結（公告）された賃借料における賃

借料水準（10a当たり）は、右のとお

りとなっています。

備考 ●地域ごとに契約額が極端に高額、低額（平均値の1.7倍以上および0.3倍以下のもの）な実例をあらかじめ削除し全体集計しています。

●賃借料が無料の使用貸借契約もありますが実例として含めていません。

●賃貸借契約の際は、対象農地の収穫見込み量や形状、隣接する道水路等の状況を考慮し両者で協議の上決定してください。

農 地 賃 借 料

情 報

次の5項目のうち、いずれかに

該当する場合は、農業経営を再

開したとみなされ、経営移譲年

金が支給停止になる場合があり

ますので、ご注意ください。

　

大
東
町
曽
慶
の
菅
原
清
さ
ん

（
39
）
は
家
族
で
水
稲
１
㌶
、
ト

マ
ト
16
㌃
、
果
樹
70
㌃
、
産
直
用

野
菜
と
し
て
、
に
ん
に
く
、
じ
ゃ

が
い
も
な
ど
幅
広
く
農
業
経
営
を

し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
清
さ
ん

は
ト
マ
ト
を
主
に
担
当
し
て
お

り
、
毎
日
お
い
し
い
ト
マ
ト
作
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

清
さ
ん
は
昨
年
の
10
月
に
農
業

者
年
金
に
加
入
し
ま
し
た
。
農
業

者
年
金
は
、
20
代
の
頃
か
ら
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
経
営
が

不
安
定
で
あ
り
、
保
険
料
の
支
払

い
に
不
安
が
あ
っ
た
こ
と
や
制
度

の
詳
し
い
中
身
を
知
る
機
会
が
な

か
っ
た
た
め
、
加
入
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
詳
し
い

年
金
の
仕
組
み
や
メ
リ
ッ
ト
の
説

明
を
受
け
た
こ
と
で
、
認
定
農
業

者
で
青
色
申
告
者
で
も
あ
っ
た
清

さ
ん
は
保
険
料
の
一
部
が
国
の
補

助
対
象
と
な
る
政
策
支
援
に
魅
力

を
感
じ
加
入
し
ま
し
た
。

　

清
さ
ん
は
、
「
39
歳
ま
で
に
加

入
し
な
い
と
保
険
料
が
国
の
補
助

対
象
に
な
ら
な
い
と
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
補
助
を
受
け
ら
れ
る
ギ

リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
加
入
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。
80
歳
ま
で

の
保
証
が
あ
る
の
も
良
い
、
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
農
業
委
員
さ

ん
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
夫
婦

で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め

に
、
近
い
う
ち
に
妻
も
農
業
者
年

金
に
加
入
さ
せ
よ
う
と
思
い
ま

す
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

清
さ
ん
は
農
閑
期
で
あ
る
冬
に

は
、
地
元
の
若
者
を
集
め
て
立
ち

上
げ
た
園
芸
ハ
ウ
ス
建
設
組
合
の

活
動
と
し
て
、
高
齢
に
な
っ
て
農

業
を
や
め
た
人
か
ら
ハ
ウ
ス
を
買

い
取
り
、
経
営
規
模
を
拡
大
し
た

い
担
い
手
の
た
め
に
ハ
ウ
ス
の
建

設
作
業
を
請
け
負
っ
た
り
す
る
な

ど
、
一
関
市
の
農
業
の
活
性
化
の

た
め
に
日
々
様
々
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
一
関
市
の

農
業
を
引
っ
張
っ
て
い
く
担
い
手

と
し
て
、
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み

で
す
。

【大東地域】菅原　清 さん

若いうちに

　将来の備えを

農業者年金で明るい将来計画!

経営移譲年金の受給権者（本人）が

①農業所得の納税申告をする

②農業を営む法人の構成員になる

③後継者に貸している農地等の返還を受けたり、売却・転用・貸付けをする

④経営所得安定対策等交付金の申請をする

⑤農業共済に加入する


